
寒
い
季
節
は
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
訓
練
終
了
後
の
午
前
中
に
消
防
車
に
よ
る

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

①
日
時
：
平
成

年

月

日
（
日
）
早
朝

②
場
所
：
花

輪
：
鹿
角
市
役
所

八
幡
平
：
八
幡
平
市
民
セ
ン
タ
ー

夏
井
分
館

小
坂
町
：
小
坂
町
役
場

新
庁
舎

2６

１１
１１

２
８

２

１

2６

１

※
火
災
予
防
週
間
中
、

７
時
と

時
に

サ
イ
レ
ン
又
は
警
鐘
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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も
う
い
い
か
い

火
を
消
す
ま
で
は

ま
あ
だ
だ
よ

消
防
団
に
よ
る
火
災
想
定
訓
練

消防通信 龍吐水 りゅうどすい

鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックし、登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用ＱＲコード

鹿角市

小坂町

・消防団員の方は消防署でも登録できます。

※消防団員の方が登録する際は、消防署（２３－５６０１）へご連絡ください。

操法

「
平
成
２
６
年
防
災
功
労
者

防
災
担
当
大
臣
表
彰
式
」
が

９
月
２
日
に
内
閣
府
で
行
わ

れ
、
尾
去
沢
の
蟹
沢
自
主
防

災
会
が
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
他
地
域
の
モ
デ
ル

と
な
る
自
主
防
災
の
先
駆
的

活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

蟹
沢
自
主
防
災
会
で
は
、

毎
年
の
９
月
第
２
日
曜
日
を

「
地
域
防
災
の
日
」
と
し
て

位
置
づ
け
、
今
年
も
盛
大
に

総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成２６年１月～平成２６年９月末
総出動件数 １０６７件

①火 災 ４２件

②救 急 ９７１件

③救 助 ３７件

④自然災害 １１件

⑤遭難捜索 ６件

⑥そ の 他 ０件

消
防

第

号

平
成

年

秋
冬
号

編
集
・
発
行
：
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部･

消
防
署

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

鹿

角

か

づ
の

秋
の
火
災
予
防
運
動

平
成

年

月

日(

日)

～

月

日(

土)

少年消防クラブが消火訓練を披露

７月６日(日)、鹿角市役所駐車場において行われた第６６回秋田
県消防協会鹿角支部消防訓練大会のアトラクションとして、鹿角市
幼少年婦人防火クラブから花輪北小学校３年生児童９名による消火
器と軽可搬ポンプを使用した消火訓練を披露しました。

小型ポンプ操法の部 準優勝
小坂町消防団第４分団（上川原班）

ポンプ車操法の部 第４位
鹿角市消防団第５分団（尾去沢）

鹿角支部 総 合 第２位

地
震
体
験
車
地
震
体
験
車
は
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

・
日
本
海
中
部
地
震
な

ど
の
過
去
の
大
き
な
地

震
、
将
来
起
こ
る
可
能

性
の
高
い
大
規
模
地
震

な
ど
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
体
験
場

所
は
市
、
町
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
の
会
場
に
な

り
ま
す
。

地
震
の
実
態
や
地
震

に
対
す
る
備
え
、
心
構

え
な
ど
を
再
確
認
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

９
月
２
７
日
、
鹿
角

市
で
１
０
年
ぶ
り
に
、

秋
田
県
救
急
隊
員
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
救

急
活
動
の
症
例
、
体
験

等
の
研
究
を
披
露
し
、

医
療
関
係
者
か
ら
指
導

･

助
言
を
受
け
、
知
識

を
高
め
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

消
防
・
医
療
関
係

者
、
約
２
５
０
名
が
参

加
し
、
大
変
盛
会
に
終

わ
り
ま
し
た
。

９
月
４
日
、
由
利
本
荘
市
の

秋
田
県
消
防
学
校
に
て
第
５
１

回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
角
支
部
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
両
分
団
は
、
７
月
下
旬
か
ら

ほ
ぼ
毎
日
、
朝
夕
と
訓
練
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

な
お
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
は

昨
年
度
優
勝
の
上
川
原
班
が
、

連
覇
は
惜
し
く
も
逃
し
ま
し
た

が
、
準
優
勝
と
健
闘
し
ま
し
た
。

出
場
分
団
員
に
関
係
す
る
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

第５１回 秋田県消防操法大会



平
成
２
５
年
８
月
に
京
都
府
福
知
山
市
で
発
生
し
た
花
火
大

会
の
事
故
を
受
け
、
全
て
の
人
が
安
心
、
安
全
に
楽
し
め
る
よ

う
、
催
し
や
露
店
の
開
設
に
対
す
る
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

★
対
象
と
な
る
火
気
器
具
と
は

１
．
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具

(

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
調
理
器
具
等)

火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

★
露
店
等
の
開
設
届
書
が
必
要
に
な
る
催
し

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
盆
踊
り
な
ど
の
自
治
会
で
行
う

催
し
物
、
そ
の
他
の
多
数
の
方
が
集
ま
る
催
し
物
で
、
対
象
と

な
る
火
気
器
具
を
使
用
す
る
露
店
が
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
家
族
、
親
戚
等
の
集
ま
り
、
事
業
所
の
親
睦
目
的
の

催
し
は
対
象
外
で
す
。

露
店
等
を
開
設
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ
「
露
店
等
の
開
設

届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
火
気
器
具
を
使

用
す
る
場
合
は
４
型
以
上
の
消
火
器
を
１
店
舗
に
１
本
設
置
が

必
要
で
す
。

★
露
店
の
開
設
に
必
要
な
こ
と

県北合同救助訓練

①
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
る
前
に
点
滴

・
出
血
し
て
血
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

重
症
の
や
け
ど
、
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
や
、
長
い
時
間
、
身
体
が
挟
ま

れ
た
人
な
ど
は
、
心
臓
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
危
険
が
高
い
の
で
、
一
刻
も

早
く
点
滴
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。こ

れ
ま
で
は
病
院
に
着
い
て
か
ら

点
滴
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
救
急
救

命
士
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
血
糖
を
測
り
、
ブ
ド
ウ
糖
を
注
射

・
食
べ
物
を
食
べ
な
け
れ
ば
、
体
の

糖
分
が
低
く
な
り
、
低
く
な
り
過
ぎ

る
と
、
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

糖
が
低
い
た
め
具
合
が
悪
く
な
っ

た
と
思
わ
れ
た
人
に
は
、
血
の
中
の

糖
を
測
り
、
低
く
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
ブ
ド
ウ
糖
と
い
う
薬
を
注
射
し

ま
す
。
救
急
現
場
や
救
急
車
の
中
で

ブ
ド
ウ
糖
を
注
射
す
る
こ
と
に
よ
り
、

早
期
に
回
復
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
血
糖
を
測
る
こ
と
は
、
搬

送
す
る
病
院
を
選
ぶ
こ
と
に
も
有
効

で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
処
置
に
は
一
定

の
時
間
が
か
か
る
た
め
、
病
院
に
行

く
ま
で
の
時
間
が
少
し
伸
び
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

９
月
２
４
日
、
八
峰
町
で
鹿
角

消
防
と
能
代
山
本
広
域
消
防
本
部

が
主
催
し
た
、
秋
田
県
北
部
消
防

本
部
合
同
救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
救
助
技
術
の
向

上
を
目
指
す
と
も
に
、
秋
田
県
北

部
の
各
消
防
本
部
間
の
連
携
力
の

強
化
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
山
な
ど
で
の
遭
難
事
故
に
対

応
し
た
山
岳
捜
索
対
応
訓
練
と
、

高
所
か
ら
負
傷
者
を
救
助
す
る
た

め
の
技
術
訓
練
を
中
心
に
、
実
際

の
現
場
を
想
定
し
た
会
場
で
各
隊

員
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
を
も

っ
て
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。・ 条例により寝室と階段は設置義務です

・ 電池切れに注意！定期的に作動確認を
しましょう

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ど
こ
で
買
う
の
？

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
器
店
、
ま
た
、
ガ
ス
事
業
者
か
ら
も
購

入
が
可
能
で
す
。
な
お
、
価
格
は
、
メ
ー
カ
ー
や
種
類
等
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

ど
こ
に
つ
け
れ
ば
い
い
の
？

寝
室
と
階
段
に
は
〈
煙
式
〉
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
義

務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
壁
や
、
は
り
か
ら
６
０
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
離
れ
た
天
井
の
中
央
付
近
に
取
り
付
け
ま
す
）

手
入
れ
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

年
に
１
度
ホ
コ
リ
を
と
る
な
ど
、
十
分
絞
っ
た
布
で
軽
く
ふ
き

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ＡＱＡＱＡＱ

が
れ
き
に
挟
ま
れ
た
人
な
ど

血
糖
の
測
定

ブ
ド
ウ
糖

車
内
で
点
滴
し
て
い
る
様
子

２
．
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具

(

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
発
電
機
等)

３
．
固
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具

(

炭
、
固
形
燃
料
等)

４
．
電
気
燃
料
を
使
用
す
る
器
具

(

電
気
調
理
器
具
、
電
気
暖
房
器
具
等)

・疲労時は作業しない！

・建物の周りに雪を残して雪下ろし！

・低い屋根でも油断しない！

・はしごは必ず固定！

・はしごから屋根への

移動時には特に注意！

・水路への雪捨て

の最中滑らない

ように注意！

・雪詰まりの処理は

エンジンを切ってから！

・新雪や晴れの日は雪

のゆるみに注意！

・携帯電話を持って！

・家族、隣近所に声を

かけてから！

・安全帯、命綱とヘルメット、

滑りにくい靴を着用！

・命綱は使う前によく点検！

・スノーダンプは小回りの

きくものを！


